


子
育
て
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
児
童
の
医
療
費
に
つ
い
て

助
成
を
し
て
ほ
し
い

Ａ
　
現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無

料
化
は
未
就
学
児
ま
で
実
施
を
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
医
療
環
境

を
改
善
す
る
た
め
、
次
世
代
育
成

支
援
地
域
行
動
計
画
の
中
で
、
小

児
医
療
の
充
実
を
図
り
、
来
年
度

は
対
象
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡

大
し
実
施
を
し
ま
す
。
ま
た
、
山

梨
県
に
対
し
補
助
支
援
の
要
望
を

し
な
が
ら
、
対
象
年
齢
の
さ
ら
な

る
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

観
光
・
産
業
に
つ
い
て

Ｑ
市
内
全
域
に
来
訪
者
の
視

点
で
サ
イ
ン
計
画
を
進
め
て

欲
し
い
。

Ａ
　
現
在
、
多
く
の
市
民
や
各
種

団
体
な
ど
か
ら
、
広
範
囲
な
ご
提

案
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
観
光

振
興
計
画
を
策
定
中
で
、
こ
の
計

画
の
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
来

年
度
以
降
、
案
内
標
識
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
同
時
に

果
樹
や
歴
史
文
化
、
自
然
を
堪
能

し
て
も
ら
え
る
観
光
施
策
の
展
開

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
有
害
獣
の
被
害
が
多
く
防

護
柵
設
置
を
お
願
い
し
て
い

る
。
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
　
現
在
、
申
請
さ
れ
て
い
る
箇

所
を
計
画
的
に
防
護
柵
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
イ
ノ

シ
シ
28
頭
、
シ
カ
１
１
１
頭
、
サ

ル
８
頭
を
捕
獲
し
た
状
況
か
ら
も

有
害
獣
の
問
題
は
「
防
護
柵
を
作

れ
ば
よ
い
」
で
は
な
く
、
根
本
的

な
生
態
系
の
問
題
か
ら
考
え
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

併
せ
て
、
防
護
柵
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
地
元
地
域
で
管
理
組
合

の
設
立
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
体
制

を
整
え
て
い
た
だ
き
、
国
、
県
に

事
業
要
望
を
上
げ
、
補
助
事
業
と

し
て
取
り
組
む
な
ど
、
引
き
続
き

鳥
獣
対
策
に
は
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

市長が市民の皆さんとひざを交えて語り合う「こうしゅう市民懇談会」。
今年度で２回目となり、昨年５月から９月にかけ、市内１３ヶ所で開催を
しました。産業振興や観光振興、福祉など、まちづくり全般について、地
域ごとに熱い討論が交わされました。（抜粋・要約）

農
業
振
興

子
育
て
対
策

市
民
バ
ス
は
…

地
域
ご
と
に
熱
い
討
論

真剣な眼差しの参加者。活発な意見や提
言は今後のまちづくりへ反映していく。
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Ｑ
市
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ

て
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
平
成
21
年
４
月
に
、
甲
州
市

地
域
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
を

設
立
し
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に
つ

い
て
協
議
す
る
中
で
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
で
昨
年
４

月
、
営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に
か

か
わ
る
大
型
機
械
を
購
入
し
、
優

良
農
地
へ
の
再
生
利
用
工
事
を
受

託
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
Ｊ
Ａ

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
絡
調
整

し
、
耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
農
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

都
市
計
画
に
つ
い
て

Ｑ
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
長
期
的
な
視
野
で
将
来
の
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。
今
年

度
は
プ
ラ
ン
の
内
容
を
市
民
に
周

知
し
、
地
域
の
あ
り
方
、
方
向
付

け
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昨
年
５
月
に
は
ぶ

ど
う
の
丘
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
３
月
27
日
に
は
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅

南
口
周
辺
を
実
際
に
歩
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま
す
。

今
後
も
プ
ラ
ン
の
周
知
と
と
も

に
、
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
な
ど
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て

Ｑ
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
お

年
寄
り
が
子
ど
も
達
と
一
緒

に
楽
し
め
る
生
涯
学
習
事
業

を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
２
月
20
日
に
開
催
し
た
「
生

涯
学
習
推
進
大
会
」
は
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

を
取
り
入
れ
、
例
年
と
内
容
を
一

新
し
ま
し
た
。
「
心
ぽ
か
ぽ
か
コ

ン
サ
ー
ト
、
映
像
で
み
る
伝
承
の

ま
つ
り
、
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す

べ
て
の
世
代
に
わ
た
る
生
涯
学
習

を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大

に
開
催
を
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、

芸
術
文
化
、
伝
統
な
ど
の
大
切
さ

を
、
講
演
会
、
実
践
発
表
な
ど
を

通
じ
て
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｑ
５
月
に
開
催
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
で
は
各
種
団
体
の

協
力
に
よ
り
勝
利
を
し
た
が

次
回
は
も
っ
と
事
前
の
広
報

活
動
な
ど
周
知
に
努
力
を
。

Ａ
　
前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
来

年
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
体
育

協
会
や
区
長
会
な
ど
が
中
心
と
な

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
学
校
、
企

業
も
含
め
た
中
で
十
分
に
周
知
徹

底
さ
れ
る
よ
う
、
広
報
活
動
な
ど

早
め
に
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

市
民
生
活
に
つ
い
て

Ｑ
利
便
性
の
高
い
市
民
バ
ス

の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
な
か
で
、
必
要
に

応
じ
て
運
行
内
容
の
改
正
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
Ｊ
Ｒ
の
乗
降

者
や
市
民
バ
ス
の
利
用
状
況
等
を

参
考
に
、
運
行
時
間
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

Ｑ
昨
年
配
布
さ
れ
た
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
。
危
険
箇
所
は
全

て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。
　

Ａ
　
災
害
の
予
測
が
さ
れ
る
地
域

に
関
し
て
は
、
昨
年
配
布
し
た
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
し
て
記
載
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
山
梨
県
が
、
平
成
20
年
度
と

21
年
度
に
わ
た
り
調
査
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
で
示

さ
れ
た
危
険
地
域
を
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
更
新
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

財
政
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
合
併
し
て
４
年
。
甲
州
市

の
財
政
状
況
は
４
年
前
と
比

べ
て
ど
う
か
。

Ａ

合
併
時
の
平
成
17
年
度
の
決

算
と
平
成
20
年
度
の
決
算
で
主
な

数
値
を
比
較
す
る
と
、
経
常
収
支

比
率
が
３．

７
ポ
イ
ン
ト
減
、
実

質
公
債
費
比
率
が
２．

３
ポ
イ
ン

ト
減
、
財
政
力
指
数
が
０．

０
５

２
ポ
イ
ン
ト
増
、
地
方
債
現
在
高

が
５
５
８，

５
７
０
千
円
減
と
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
行
財
政

改
革
の
努
力
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
引
き
続
き
、
財
政
運
営
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

参加者・質問の数
■参加者数

塩山地域（８ヵ所）・・２９５名
勝沼地域（４ヵ所）・・１３８名
大和地域（１ヵ所）・・　５１名

合　　計　　　　　　　４８４名
※男性　４２３名・女性   ６１名

■質問総数 １６８件

平成２１年度 こうしゅう市民懇談会

市
民
の
貴
重
な
ご
意
見
に
対
し

丁
寧
に
答
え
る
田
辺
市
長
。

3 広報こうしゅう



欧

州

を

中

心

に

世

界

で

ブ

ー

ム

近
年
、
自
然
や
歴
史
文
化
、
農

村
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
が
欧
州
を
中
心

に
世
界
中
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。

日
本
で
も
、
新
し
い
観
光
施
策

や
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
に
取
り
組
む
地

域
も
現
れ
始
め
ま
し
た
。
「
フ
ッ

ト
パ
ス
」
に
は
、
大
掛
か
り
な
施

設
を
建
設
す
る
必
要
も
な
く
、
今

あ
る
地
域
の
資
源
を
１
０
０
％
利

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能

な
人
に
優
し
い
事
業
と
言
え
ま

す
。
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
を
楽
し
む

人
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
で
生

活
す
る
市
民
も
、
来
訪
者
の
視
点

で
ま
ち
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
、
地
域
の
宝
物
を
再
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

そ
う
し
た
こ
と
で
、
地
域
の
課

題
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
美

し
い
景
観
と
は
何
か
、
そ
の
景
観

を
阻
害
し
て
い
る
要
素
は
何
か
…

そ
の
結
果
、
課
題
に
も
気
づ
き
、

改
善
に
向
け
た
行
動
が
始
ま
る
は

ず
で
す
。
さ
ら
に
は
、
市
民
が
参

画
し
て
魅
力
あ
る
コ
ー
ス
を
紹
介

す
る
た
め
の
ル
ー
ト
づ
く
り
に
も

取
り
組
め
ま
す
。

一
方
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

健
康
寿
命
を
維
持
す
る
こ
と
は
大

切
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
の
ひ
と

つ
は
適
度
な
運
動
だ
と
い
わ
れ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
誰
に
で
も
簡
単

に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
自
然
や
景
観
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
、
地
域
の
歴
史
文
化
や

産
業
を
体
感
的
に
学
び
、
結
果
、

健
康
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
面
白
さ
が
増
す
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
歩
く
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

を
、
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
視
点
か

ら
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
と
こ
ろ
が
フ
ッ
ト
パ
ス
の
良
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
施

策
と
し
て
、
現
在
、
市
が
進
め
て

い
る
「
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
」

事
業
の
一
環
と
し
て
、
フ
ッ
ト
パ

ス
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

フットパスってなあに?
「フットパス」とは、イギリスを発祥とする森林や田園風景地
帯、古い街並みなど、地域に昔からあるありのままの風景を
楽しみながら歩くこと【ＦＯＯＴ】
ができる小道（こみち）のことで
す。近年、日本においても様々な
地域において、数々の特徴を生か
した魅力的なフットパスが整備さ
れてきています。

地域の魅力再発見
キーワードは「歩く」

暮
ら
し
の
風
景
を
楽
し
む

フ
ッ
ト
パ
ス

4平成22年3月

　四季を通じて豊かな自然と文化に恵まれ四季を通じて豊かな自然と文化に恵まれ
た甲州市。そこには、イギリスのフットパスた甲州市。そこには、イギリスのフットパス
とは、ひと味違った魅力があります。日本版とは、ひと味違った魅力があります。日本版
フットパスは、市民が歴史・文化だけではフットパスは、市民が歴史・文化だけでは
なく、生活そのものを学び、来訪者に語りなく、生活そのものを学び、来訪者に語り
交流する「出会いのウォーク」ともいえるで交流する「出会いのウォーク」ともいえるで
しょう。フットパスは都市住民を地域へと繋しょう。フットパスは都市住民を地域へと繋
げ、農業や商業、観光など新たな産業を生げ、農業や商業、観光など新たな産業を生
み出す力をも内在しています。み出す力をも内在しています。

　四季を通じて豊かな自然と文化に恵まれ
た甲州市。そこには、イギリスのフットパス
とは、ひと味違った魅力があります。日本版
フットパスは、市民が歴史・文化だけでは
なく、生活そのものを学び、来訪者に語り
交流する「出会いのウォーク」ともいえるで
しょう。フットパスは都市住民を地域へと繋
げ、農業や商業、観光など新たな産業を生
み出す力をも内在しています。



フ
ッ
ト
パ
ス
で
広
が
る

５
つ
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ッ
ト
パ
ス
か
ら
広
が
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
市
民
交
流
、
市
民
の

健
康
、
環
境
保
全
、
良
好
な
景
観

形
成
な
ど
、
多
方
面
に
お
い
て
優

れ
た
政
策
の
展
開
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
甲
州
市
で
は
、

５
つ
の
施
策
を
掲
げ
て
進
め
て
い

ま
す
。

①
フ
ッ
ト
パ
ス
に
よ
る
地
域

の
活
性
化

ま
ち
を
歩
く
来
訪
者
と
の
交
流

に
よ
り
市
民
の
地
域
に
対
す
る
認

識
と
愛
着
を
深
め
ま
す
。
そ
れ
を

契
機
に
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
を

目
指
す
取
り
組
み
の
活
性
化
を
図

り
、
交
流
に
よ
る
産
業
振
興
に
も

つ
な
げ
ま
す
。

②
美
し
い
風
景
・
景
観
の
保

全
と
地
域
の
宝
物
の
発
見
、

体
験
型
農
業
の
展
開

ま
ち
を
歩
く
こ
と
で
、
地
域
の

宝
物
や
美
し
い
景
観
に
気
づ
き
ま

す
。
改
善
す
べ
き
負
の
景
観
も
認

識
さ
れ
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。
美
し
い
景
観
の

中
で
個
性
あ
る
果
樹
産
業
を
体
験

し
て
み
た
い
と
い
う
来
訪
者
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

③
健
康
づ
く
り
・
食
育
の
推
進

楽
し
み
な
が
ら
ま
ち
を
歩
く
こ

と
で
、
健
康
づ
く
り
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
併
せ

て
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
健
康
寿
命
の
延
長
に
つ
な

げ
ま
す
。

④
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
と
エ
コ
意

識
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進自

動
車
を
使
わ
ず
歩
く
時
間
を

増
や
す
こ
と
で
、
エ
コ
意
識
の
高

揚
と
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
自
動
車
に
乗
っ
て
い

た
の
で
は
気
づ
く
こ
と
の
出
来
な

い
、
歩
行
者
の
視
点
で
危
険
箇
所

を
把
握
し
、
市
民
の
安
全
安
心
意

識
を
高
め
る
と
同
時
に
、
通
行
に

支
障
と
な
る
段
差
や
勾
配
に

気
づ
く
な
ど
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
し
ま
す
。

⑤
民
間
・
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

事
業
者
な
ど
の
団
体
や
グ
ル

ー
プ
が
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
で
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス

の
設
定
や
地
域
を
学
ぶ
活
動

な
ど
、
幅
広
い
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

全国から訪れた多くの参加者と交流

日本フットパスフォーラム
北海道黒松内町、山形県長井市、川西町、茨城

県行方市、東京都町田市等と甲州市で構成する日
本フットパス協会は、２月６日と７日の両日に

「フットパスと魅力あるまちづくり」をテーマに市
内で講演会や分科会、農村地域や歴史文化史跡を
巡るフットパスイベントを行いました。全国から
訪れた参加者は、２日間を通じてまちづくりの活
性化など話し合いながら交流を深めていました。

ある～くこうしゅう検定で
大好きな甲州市を再発見。

甲州市の文化・歴史・自然・生活文化・まちの
物語を知り、素敵な甲州市を再発見すると同時に、
甲州市を大好きになっていただくことを目的に

「ある～くこうしゅう検定」を実施します。
この検定は、魅力ある甲州市の知識の深さを認

定する検定試験です。合格者には、ある～くこう
しゅう検定合格の称号を贈ります。多くの参加を
お待ちしています。
■日　時

３月14日（日）午後２時～３時３０分
■会　場　勝沼市民会館
■内　容　試験問題１００問（三択問題方式）

※８０問正解で合格となります。
■対　象　どなたでも受験できます。
■持ち物　筆記用具、受験票
■参加費　５００円（ガイドブック・参加賞代）

※児童・生徒は参加費無料！
■定　員　２００名
■申込方法

甲州市交流まちづくり協議会事務局（政策秘書
課）に電話やＦＡＸ、メール。または直接本庁、
勝沼地域総合局、大和地域総合局の窓口に申し込
みください。

◆申込み・お問合せ先
甲州市交流まちづくり協議会　事務局
政策秘書課　政策・調整担当
☎３２‐５０６４　ＦＡＸ３２‐１８１８
メール　a r u k u k o s h u @ g m a i l . c o m

鈴
木
輝
隆
さ
ん
（
江
戸
川
大

学
教
授
）
に
よ
る
講
演
会

歴史文化など、地域の宝物にふれる
イベントが増えています。

5 広報こうしゅう
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ご
み
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、

物
の
使
い
捨
て
を
な
く
す
と
い
う

こ
と
、
資
源
を
大
切
に
使
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
が
ご
み
と
し
て
捨
て
て

い
る
物
の
中
に
は
ま
だ
使
え
る
物
、

資
源
と
し
て
使
え
る
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
使
い
捨
て

す
る
の
で
は
な
く
、
何
度
も
繰
り

返
し
使
い
、
修
理
し
て
で
き
る
だ

け
長
く
使
い
、
そ
の
後
、
使
え
な

く
な
っ
た
ら
再
利
用
で
き
る
も
の

は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
も
継
続
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
常
時
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
利
便
性
の
向
上
や
資
源
物

回
収
量
の
増
加
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
燃
え
る
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
最
近
、
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
で
持
ち
込
ま
れ
る
資
源
物
以

外
の
物
が
増
え
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
、
布
団
や
衣
類
（
綿
製
品
以

外
）
化
粧
品
の
ビ
ン
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
、
蛍
光
灯
、
電
球
、
割
れ

た
陶
器
等
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
本
来

の
機
能
が
損
な
わ
れ
、
環
境
美
化

の
悪
化
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
主
旨
と
な
っ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
の
大
切
さ
を
も

う
一
度
見
つ
め
直
し
て
『
ご
み
の

減
量
化
＝
分
別
の
徹
底
』
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

ごみの減量化 分別の徹底！
甲州市では、循環型

社会の構築に向けて、
積極的なごみの減量化
に取り組んでいます。

リサイクルステーションへの
不法投棄。これは違法です！

「
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
ね
」

と
園
児
に
呼
び
か
け
て
、
ご
み

の
分
別
を
し
て
い
る
た
ん
ぽ
ぽ

保
育
園
。
ご
み
を
見
つ
け
る
と

「
こ
の
テ
ィ
シ
ュ
は
…
ネ
コ
さ

ん
！
」
と
大
き
な
声
で
、
ネ
コ

の
絵
が
描
い
て
あ
る
ご
み
箱
に

入
れ
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

で
は
、
燃
え
る
ご
み
箱
に
は
ネ

コ
さ
ん
、
プ
ラ
ご
み
に
は
ブ
タ

さ
ん
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
動
物
の

絵
を
描
い
て
、
ご
み
の
分
別
を

園
児
に
分
か
り
や
す
く
教
え
る

な
ど
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

使
わ
な
く
な
っ
た
ダ
ン
ボ
ー

ル
が
集
ま
る
と
、
近
所
の
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
プ

チ
遠
足
。
そ
こ
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
こ
と
を
先
生
が
園

児
に
お
話
し
を
し
て
ま
す
。
ま

た
、
山
梨
県
と
連
携
し
た
「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
家

庭
で
も
環
境
に
つ
い
て
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
、
リ
フ
ュ
ー
ズ

や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
４
Ｒ
を
掲

載
し
た
お
便
り
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

「
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
！
」
と
、
窪
田
千
津

子
先
生
は
「
園
児
ら
の
頑
張
り

の
結
果
、
園
内
の
ご
み
の
量
も

年
々
減
り
、
と
て
も
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
」
と
、
園
児
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ただいま
実践中！

身近でごみの減量化
たんぽぽ保育園

「ダンボールをもって、リサイクルセンタ
ーへ出発！」とふじぐみのチビッコたち。

動
物
の
絵
で
、
ご
み
の

種
類
を
教
え
て
い
る
。

で
き
る
よ
。

き
れ
い
な
甲
州
市



○
勝
沼
地
区
○

※
会
場
は
す
べ
て
勝
沼
市
民
会
館
で
す
。
　

・
３
月
８
日
（
月
）
午
後
７
時
～

勝
沼
１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区
・
５
区
・

７
区
・
13
区
　

・
３
月
９
日
（
火
）
午
後
７
時
～

勝
沼
６
区
・
８
区
・
９
区
・
10
区
・
11
区
・

12
区
・
14
区

・
３
月
10
日
（
水
）
午
後
７
時
～

祝
１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区
・
５
区
　

・
３
月
11
日
（
木
）
午
後
７
時
～

祝
６
区
・
７
区
・
８
区
・
９
区
・
10
区
　

・
３
月
12
日
（
金
）
午
後
７
時
～

東
雲
１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区
・
５
区
・

６
区
・
７
区
・
８
区
・
９
区
・
10
区

・
３
月
15
日
（
月
）
午
後
７
時
～

東
雲
11
区
・
12
区
・
13
区
・
14
区
・
15
区
　

・
３
月
16
日
（
火
）
午
後
７
時
～

菱
山
１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区
・
５
区
・

６
区
・
７
区
・
８
区
・
９
区
・
10
区

○
大
和
地
区
（
全
地
域
）
○

日
　
時
　
３
月
18
日
（
木
）
午
後
７
時
～

場
　
所
　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

※
な
お
、
ご
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
他
の
日
程

で
も
参
加
が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

環
境
課
　
☎
33
‐
４
４
０
４

R e c y c l e （リサイクル）

ごみをださない！
・資源として生かせるよう、きちんと分別して資

源回収に回しましょう。
・生ごみは、自分の家で処理できます！

R e f u s e （リフューズ）

いらないものは、断りましょう！
・買い物袋を持っていき、レジ袋は断ろう！
・過剰な包装を断ろう！
・発生源でごみになるものを断つことです。

R e u s e （リュース）

いらないものは、断りましょう！
・使い終わったものを捨てないで、再び使うこと

です。

R e d u c e （リデュース）

ごみの量を減らそう！
・使い捨て商品をなるべく使わない！
・生ごみの水切りをするだけでも、ずいぶん減量

できます。

もう一度確認しましょう。

ごみ減量 4Ｒ できるところから始めよう！

４月から始まります！

勝
沼
・
大
和
地
区
「
そ
の
他
プ
ラ
」
の
収
集

そ
の
他
プ
ラ
の
出
し
方
に
つ
い
て
勝
沼
・
大
和

地
区
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
日

程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

エコポイントの申請はお早めに
省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫、地上

デジタル放送対応テレビを購入すると取得で
きるエコポイント。

環境省、経済産業省、総務省が実施するこ
の事業は、平成２１年５月１５日から平成２
２年３月３１日までに購入された対象製品が
対象で、エコポイントの登録申請期限は平成
２２年４月３０日までとなっています。申請
期限間近での申請は、大変集中することが予
想され、申請してからエコポイントの登録、
交換商品の到着まで、通常の１～２ヶ月より
更に時間がかかる可能性がございます。申請
はなるべくお早めにお願いいたします。なお、
インターネットからの申請ですと１週間程度
早くエコポイントが登録できます。

詳しくは、グリーン家電エコポイント事務
局のホームページをご覧いただくか、ナビダ
イヤルまでにお問い合せください。
・ホームページ  http://eco-points.jp/
・ナビダイヤル ☎０５７０‐０６４‐３２２

甲州市では、生ごみ処理容器（コンポスト)
電動式生ごみ処理機について補助制度があり
ますのでご利用ください。また、リサイクル
ステーション整備事業も継続的に実施してお
ります。リサイクルステーションは、常時使
用することができ、利便性の向上や資源物回
収量の増加が期待できます。日常の生活の中
で少しでもごみを減らす生活習慣を身につけ
ましょう！！

7 広報こうしゅう



■
観
覧
申
込
方
法

・
郵
便
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）
の
、

「
往
信
用
裏
面
」
に
、
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
名
前
④
電
話
番
号
「
返
信
用
表
面
」
に
、

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
　
を
明
記
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
、

当
選
の
方
に
は
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

人
入
場
可
）
を
、
落
選
の
方
に
は
落
選
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

・
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
ご
応
募
や
、

記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

・
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
抽
選
結
果
を
印

刷
し
ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く

だ
さ
い
。
紙
・
シ
ー
ル
等
の
貼
り
付
け
、

修
正
液
の
ご
使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で

の
転
売
を
目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
は
固

く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
売
買
を

目
的
と
し
た
お
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
明

し
た
場
合
に
は
、
抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
ご
連
絡
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
受
信

料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
締
切
日
　
３
月
18
日
（
木
）
必
着

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

〒
４
０
４
‐
０
０
４
５

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

甲
州
市
民
文
化
会
館

「
ご
き
げ
ん
歌
謡
笑
劇
団
」
係

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

☎
０
５
５
‐
２
２
２
‐
１
３
１
４

※
平
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

日　時　４月７日（水）開場／午後６時・開演／午後６時４５分
会　場　甲州市民文化会館　ホール
司　会　綾小路きみまろ　　 出　演　大川良太郎、さかなクン
ゲスト　北島三郎・瀬口侑希・天童よしみ・前川 清・松居直美

（５０音順）

甲州市 市制施行５周年記念事業
ＮＨＫ－ＢＳ２「ごきげん歌謡笑劇団」公開録画

●放送予定（ＢＳ２／全国放送）
５月１４日（金）午後９時～

司会の綾小路きみまろさん、出演のさかな
クン（写真上から）
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第４回甲州市長旗争奪
家庭婦人バレーボール大会

優勝チーム：勝沼チーム

第２回甲州市少年野球交流大会
みんなで記念写真

はい。
カシャ。

今月の「はい チーズ！」

作品募集！
「笑って泣いて五・七・五」

番組内のコーナー「笑って泣いて五・七・
五」では、「家族」「夫婦」「甲州市」をテーマ
にした作品と、その他自由なテーマの楽しい
作品を受け付けます。「郵便はがき」（片道は
がき）もしくは「ＦＡＸ」に次の事項をご記
入のうえ、ご応募ください。
■記入事項
①郵便番号②住所③名前④年齢⑤電話番号
⑥未発表の五・七・五作品とそのエピソード
※なお「五・七・五」作品に応募しても観覧
申込とはなりませんので、ご注意ください。

また、作品が採用された方のみ、ＮＨＫか
らご連絡いたします。なお、会場で公開録画
をご覧いただき、番組内で作者のご紹介をさ
せていただきます。
■締切日　３月１８日（木）必着
■申込先
〒４００‐８５５２
ＮＨＫ甲府放送局「ごきげん五・七・五」係
ＦＡＸ ０５５‐２２４‐５３４５

ゲストの北島三郎さん、天童よしみさん、
前川清さん（写真上から）

劇団四季ミュージカル

『はだかの王様』
■日　時　３月28日（日）

午後４時～（開場・午後３時３０分)
■場　所　甲州市民文化会館　ホール
■入場料（全席指定）

Ｓ席　４，２００円　Ａ席　３，１５０円
Ｂ席　２，１００円

※３歳以上有料（３歳未満の着席鑑賞は有料）
■入場券販売所

甲州市民文化会館　　☎３２‐１４１１
菊島楽器　　　　　　☎３３‐５１１５
山梨県民文化ホール
☎０５５‐２２８‐９１３１
甲府音協
☎０５５‐２３５‐３９７５

◆お問合せ先
甲州市民文化会館
☎３２‐１４１１

※午前９時～午後５時まで／
月・祝日休館、月曜が祝日の場
合はその翌日が休館

入場券販売中
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甲州市と甲州市男女共同参画推進委員会は２月１３日に、甲州市民文化会館で「男女で環になり笑顔の
フォーラム」を開催しました。同推進委員による「みんなが幸せになる働き方　ワーク・ライフ・バラン
ス」と題し、一人ひとりが幸せになる働き方についての寸劇や「家庭・地域・職場」の各部会の報告をし
ました。また「共生するまちづくり」をテーマに新田新一郎さんによる講演会など、訪れた２００名の参
加者に様々な角度から、みんなで創るまちづくりの大切さを呼びかけました。

どんな時でも笑顔を忘れずに
俳優の松居一代さんが子育てを講演

山梨県の安心こども基金を活用した甲州
市子育て講演会が、１月１７日に勝沼ぶど
うの丘で開催しました。テレビなどで大活
躍の松居一代さんを講師に招き「花に乾杯」
と題し、親子で重度のアトピー症を克服し
た子育て時代のこと、人生の岐路に立った
ときなど、その都度周囲の人や家族との絆
を深めたことを語り、幸せになる方法は

「どんな時でも笑顔を忘れずに」と参加者に
メッセージを贈りました。

男女共同のまちづくりのきっかけに・・

第４回男女
みんな

で環
わ

になり笑顔のフォーラム

男女共同を寸劇にして分かりやすく呼びかけました。

甲州種ワインの愉しみ方って
第３回甲州種ワインを愉しむ会

勝沼ワイン協会と塩山ワインクラブは２月６日に、勝
沼ぶどうの丘で第３回甲州種ワインを愉しむ会を開催し
ました。２部構成のセミナーでは、渡邉浩章さん（ＪＳ
Ａ認定シニアソムリエ）、吉田真弓さん（チーズプロフェ
ッショナル）、大木貴之さん（フォーハーツ店主）、木田

和さん（ルミエー
ルワイナリー）の
講 演 を 聴 き な が
ら、約５０名の参
加者は、甲州種ワ
インとチーズの組
合せや地の食材を
使った料理を楽し
みながら味わって
いました。

楽しい講演をしてく
れた新田新一郎さん
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塩
山
高
校
で
は
２
月
２
日
に
、

新
聞
を
学
校
教
育
の
教
材
と
し
て

活
用
す
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ
　
Ｉ
ｎ
　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＝
教
育
に
新
聞
を
」

の
活
動
を
テ
ー
マ
に
公
開
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
１
９
３
０
年
代
に

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
、
現
在
で
は

世
界
60
以
上
の
国
で
実
施
さ
れ
、

実
際
に
新
聞
記
者
が
学
校
で
記
事

の
書
き
方
を
指
導
し
た
り
、
教
師

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、

若
者
た
ち
の
読
解
力
の
低
下
や
文

字
や
活
字
離
れ
が
心
配
さ
れ
て
い

る
な
か
、
広
い
分
野
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

実
践
校
と
し
て
２
年
間
の
活
動

を
し
て
き
た
塩
山
高
校
で
は
、
１

年
生
と
２
年
生
の
９
ク
ラ
ス
で
、

国
語
や
公
民
、
地
歴
な
ど
の
授
業

を
公
開
し
ま
し
た
。

「
成
人
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
を
行

っ
た
２
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
成

人
年
齢
を
18

歳
ま
で
に
引

き
下
げ
る
法

案
に
つ
い
て

掲
載
さ
れ
た

新
聞
を
読
ん

で
「
今
、
生

徒
自
身
が
何

を

感

じ

る

か
」
を
利
点

や
欠
点
の
双
方
か
ら
討
論
を
し
て
、

現
在
の
社
会
、
政
治
に
つ
い
て
、

各
自
の
視
点
か
ら
検
証
し
て
い
ま

し
た
。

２
年
生
の
高
畑
龍
樹
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
を
通
じ
て
「
今
の
自

分
達
が
感
じ
る
こ
と
。
社
会
へ
参

加
す
る
将
来
に
向
け
て
の
思
い
が

確
認
で
き
た
」
と
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
情
報
を
報
道
す
る
新
聞
自
体

を
身
近
に
感
じ
、
そ
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

塩
山
高
校
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
活
動

教
育
に
新
聞
を
！

若
者
が
社
会
を
検
証

新
聞
記
事
で
熱
い
討
論

今
の
自
分
は
何
を
す
る

新
聞
記
事
か
ら
感
じ
る

高
校
生
の
思
い
は
…

勝沼バドミントン少年団の輿石悠さん、古屋樹

さんは、１月に千葉市で開催された第１８回全国

小学生バドミントン選手権大会小学校６年生男子

ダブルスの部で堂々の準優勝を果たしました。

２人とも、昨年は初出場という緊張感からベス

ト１６と悔しい想いがあることから、今大会の準

優勝には「うれしかったです」と語る反面、全国

制覇と目標を掲げた１年間に「支えてくれた監督

やコーチ、保護者の皆さんに感謝をしていると同

時に、優勝という恩返しができなかったことが残

念です」と今大会を振り返り話しました。

現在、少年団の中学生の先輩と練習に励んでい

る２人は「全国制覇」を新たな目標に「いつでも

向上心を持ち、レベルの高いバドミントンを目指

したい」と純白のシャトルを追い続けています。

決勝戦で熱戦を繰り広げる
輿石さん（左）と古屋さん（右)

第18回全国小学生バドミントン選手権大会
小学６年生男子ダブルスの部

輿石 悠さん・古屋 樹さん
全国大会

準優勝

地
域
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

９クラスでの公開授業は、それぞれの
テーマで感じたことを生徒が討論した

保健講演会・がんについて
２月１０日に塩山高校１年

生を対象に、山梨まんまくら
ぶ代表の若尾直子さんによる
保健講演会を行いました。若
尾さんは、自らががんと告知
されてからの日常生活を通じ
「生命の大切さを感じてほし
い」と生徒に語りました。
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
で
、
平
成

22
年
３
月
１
日
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税

を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
の
被
保
険
者
証
を
３
月
中
に
世

帯
主
宛
て
に
配
達
証
明
付
郵
便
で
郵
送
し

ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ

る
世
帯
は
、
完
納
を
確
認
後
に
被
保
険
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。

３
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
税
を

納
税
さ
れ
た
世
帯
に
関
し
ま
し
て
は
、
郵

送
の
都
合
上
、
３
月
中
に
お
手
元
に
届
か

な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
早
め
の
納
税
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯

は
、
納
付
状
況
や
実
態
把
握
等
に
よ
り
、

被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
短
期
被
保
険
者

証
や
資
格
証
明
書(

医
療
機
関
で
の
窓
口
負

担
は
全
額
負
担)

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
短
期
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な
い
被

保
険
者
に
対
し
、
分
納
な
ど
の
納
税
を
約

束
す
る
中
で
滞
納
状
況
に
よ
り
発
行
す
る

被
保
険
者
証
で
、
有
効
期
限
を
１
ヶ
月
等

に
区
切
っ
た
被
保
険
者
証
で
す
。

■
資
格
証
明
書

特
別
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な
い
被
保

険
者
に
対
し
発
行
す
る
も
の
で
、
被
保
険

者
と
し
て
の
証
明
と
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
提
示
し
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
窓
口
で
全
額
（
10
割
）

を
支
払
い
、
国
民
健
康
保
険
負
担
分
（
保

険
給
付
分
）
は
健
康
増
進
課
へ
申
請
し
、

そ
の
後
の
納
税
状
況
に
よ
り
健
康
増
進
課

へ
申
請
し
、
償
還
払
い
（
７
割
）
と
な
り

ま
す
。

◆
保
険
証
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

健
康
増
進
課

国
民
健
康
保
険
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

内
線
１
０
２
～
１
０
４
、
１
１
３

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
関
す
る

お
問
合
せ
先

税
務
課
　
収
納
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

内
線
１
４
８
、
１
５
６
～
１
５
８

現
在
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
70
～
74
歳
の
方
）
の
窓
口
負
担
１
割
を
お

持
ち
の
方
は
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成

23
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
窓
口
負
担
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。(

毎
年
８
月
に

所
得
判
定
し
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る

方
も
い
ま
す
。)

現
在
１
割
の
方
の
高
齢
受
給
者
証
に
は
、

「
２
割
（
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
１
割
）」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
高
齢
受
給
証

を
交
換
す
る
必
要
が
で
て
き
ま
し
た
の
で

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
郵
送
時
に
同

封
い
た
し
ま
す
。

※
既
に
窓
口
負
担
３
割
を
お
持
ち
の
方
は

除
き
ま
す
。

※
制
度
改
正
に
よ
り
、
窓
口
負
担
が
平
成

22
年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
て

い
た
も
の
を
１
割
負
担
に
据
え
置
く
も
の

で
す
。

◆
お
問
合
せ
先

健
康
増
進
課

国
民
健
康
保
険
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

内
線
１
０
２
～
１
０
４
、
１
１
３

●
犬
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
様

式
が
変
わ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
で
飼
い
犬
へ
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
犬
鑑
札
」
と

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
の
様
式
が
平
成

22
年
４
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
お
願
い

・
散
歩
な
ど
で
飼
い
犬
を
屋
外
に
出
す
と

き
は
、
犬
の
と
っ
さ
の
行
動
に
対
応
で
き

る
よ
う
必
ず
リ
ー
ド
な
ど
に
つ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

・
「
犬
が
苦
手
」「
犬
が
怖
い
」
と
い
う
方

に
配
慮
し
て
犬
を
放
さ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

・
散
歩
中
な
ど
で
、
飼
い
犬
が
外
で
し
た

フ
ン
は
持
ち
帰
り
、
お
し
っ
こ
は
水
で
流

す
な
ど
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
始
末
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
に
も
防
災
の
準
備
を
！

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
、
ペ

ッ
ト
用
の
エ
サ
や
水
、
写
真
な
ど
は
避
難

袋
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
飼

い
主
が
分
か
る
よ
う
迷
子
札
を
つ
け
た
り
、

ケ
ー
ジ
に
お
と
な
し
く
入
る
し
つ
け
も
必

要
で
す
。

◆
お
問
合
せ
先

環
境
課
　
環
境
保
全
担
当

☎
33
‐
４
４
０
４

平
成
22
年
４
月
か
ら
の
国
民
健
康

被
保
険
者
証
の
郵
送
に
つ
い
て

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

３月１日（月）～４月５日（月）

塩山地域文化協会の華道部による
作品展を展示いたします。

※展示内容・期間につきまして

は、変更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー
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豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
、
あ
な
た
も
農

作
業
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

甲
州
市
で
は
、

塩
山
上
塩
後
地
内

に
市
民
農
園
（
一

葉
や
さ
い
文
学

園
）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
利
用
者

の
皆
様
に
は
、
た

く
さ
ん
の
野
菜
や

花
な
ど
を
栽
培
さ

れ
、
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
、
こ
の
一
葉
や
さ
い
文
学
園
の

利
用
者
を
再
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
画
数

３
区
画
（
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
）

■
使
用
料

区
画
面
積
　
32
㎡

３，

７
８
０
円
／
年
額

■
募
集
期
間

３
月
12
日
（
金
）
ま
で

※
土
曜
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

■
貸
出
期
間
　
４
月
か
ら
１
年
間

■
募
集
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
場
所
で
申
請
用
紙
に
記

入
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
印
鑑
持
参

・
農
林
商
工
課
　
農
地
担
当

・
市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

・
大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

■
そ
の
他

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

・
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

農
林
商
工
課
　
農
地
担
当
　

☎
44
‐
１
２
０
５

平
成
22
年
度
　
市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
再
募
集

地の貸し借り、
売買をしたときは！

交付対象者の要件

甲州市内に住所を有し、"農地銀行"又は農地法によ
り農業委員会の決定を受け、次の要件に該当する者
※生前一括贈与などの家族間での移転は対象外です。

■農地を貸す側・売り渡す側
①甲州市内に所有する農用地を「認定農業者」又は

「担い手農業者」に賃貸借・使用貸借又は所有権の
移転を行った者。（自らが認定農業者、担い手農業
者は除く。）
■農地を借りる側・買い受ける側
②上記①の者から農用地を借り受け、又は買い受け
た「認定農業者」又は「担い手農業者」。
「担い手農業者」は、下記の基準をすべて満たす者
とします。
①農業経営面積が、申請農用地も含めて５０アール

（大和地域は３０アール）を超えていること。
※経営農地は、所有農地や法令に基づく正式な貸借
農地に限ります。
②意欲ある農業者で、農業従事日数が年間１５０日
以上であること。

対象農地の要件

・対象農用地は、１アール以上の農振農用地である
こと。
・対象農用地は、引き続き農地として利用するもの
であること。

申請手続き等

・補助金の交付を受けようとする方は、所定の申請

書を勝沼庁舎１階・農業委員会にご提出下さい。

（申請用紙は農業委員会にあります。また市のホー

ムページからもダウンロードできます）

・提出期限は、該当する農用地の賃借（農地銀行）

の公告が行なわれた年度の３月３１日です。

・申請いただいた内容が要件等を満たしたときは、

申請者に通知いたします。

※その他、詳細については、「甲州市農地流動化奨

励補助金交付要綱」等によります。

◆お問合せ先  農林商工課 農地担当（農業委員会）

☎４４‐１２０５

農
「甲州市農地流動化奨励補助金」

が受けられます。

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

13 広報こうしゅう

Ｃ段丹映子・「週刊長野」
掲載・無断転載禁止



甲
州
市
で
は
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実

強
化
を
図
り
、
発
達
が
気
が
か
り
な
子
ど

も
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
22

年
度
は
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
定
員
に
対
し
、

欠
員
が
生
じ
る
た
め
、
学
習
支
援
講
師
お

よ
び
特
別
支
援
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員

①
学
習
支
援
講
師
　
若
干
名

②
特
別
支
援
員
　
　
若
干
名

■
採
用
期
間
　
４
月
か
ら
１
年
間

■
採
用
要
件

①
学
習
支
援
講
師

教
員
免
許
を
取
得
さ
れ
た
方

②
特
別
支
援
員

子
ど
も
の
介
助
に
慣
れ
た
方

■
職
務
内
容

①
学
習
支
援
講
師

学
習
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

※
１
週
間
の
勤
務
時
間
20
時
間

（
年
間
35
週
）

②
特
別
支
援
員

生
活
習
慣
確
立
の
た
め
の
日
常
生
活
の

介
助
・
校
内
生
活
の
健
康
、
安
全
の
介

助
・
学
校
行
事
に
お
け
る
介
助

※
１
週
間
の
勤
務
時
間
20
時
間

（
年
間
35
週
）

■
締
切
日

３
月
10
日
（
水
）
ま
で

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

■
応
募
方
法

甲
州
市
民
文
化
会
館
の
窓
口
に
履
歴
書

１
通
（
写
真
添
付
）
・
教
員
免
許
の
写
し

（
学
習
支
援
講
師
の
み
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課

☎
32
‐
１
４
１
２

甲
州
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
塩

山
駅
構
内
）
案
内
人

■
期
　
間

４
月
１
日
～
３
月
31
日
（
１
年
間
）

■
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
４
月
１
日
～
10
月
31
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

（
11
月
１
日
～
３
月
31
日
）

※
週
３
日
、
ま
た
は
週
４
日
の
交
代
勤
務

■
採
用
人
数
　
２
名

■
勤
務
内
容

駅
及
び
案
内
所
利
用
者
や
観
光
客
の
観

光
案
内

■
賃
　
金

時
給
８
０
０
円
（
交
通
費
支
給
）

甲
州
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
勝

沼
ぶ
ど
う
郷
駅
構
内
）
案
内
人

■
期
　
間

４
月
１
日
～
10
月
31
日
（
７
ヶ
月
間
）

■
勤
務
時
間

※
週
５
日
の
勤
務

■
勤
務
内
容

駅
及
び
案
内
所
利
用
者
や
観
光
客
の
観

光
案
内

■
賃
　
金

時
給
８
０
０
円
（
交
通
費
支
給
）

■
応
募
方
法

観
光
課
（
大
和
庁
舎
）
の
窓
口
に
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
１
通
を
持
参
、
ま
た
は

郵
送
で
応
募
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

書
類
選
考
の
う
え
面
接
実
施

■
締
切
日

３
月
12
日
（
金
）
必
着

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
観
光
案
内
所
運
営
協
議
会

事
務
局
（
観
光
課
内
）

〒
４
０
９
‐
１
２
９
８

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野
１
６
９
３
‐
１

☎
48
‐
２
１
１
１

平
成
22
年
度

甲
州
市
子
ど
も
支

援
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

甲
州
市
観
光
案
内
所
の
職
員
募
集

週末は山梨にいます。
花と名水 美し色の山梨
キャンペーン

市では、「週末は山梨にいます。」の
キャッチフレーズのもと、山梨県及び
民間団体と連携して、ＪＲ東日本の協
力も得て、４月１日から６月３０日ま
で「花と名水　美し色の山梨」キャン
ペーンを実施します。期間中は、信玄
公祭りや武田勝頼公まつりなど市内外
で盛り沢山のイベントが開催され、県
外から多くの観光客が山梨を訪れることが予想されます
ので、市民の皆様には、温かい「おもてなしの心」でお
迎えいただきますようお願いします。

期間中のおもなイベント
４月18日（日）まで開催中

甲州市えんざん桃源郷「ひな飾りと桃の花まつり

４月 3日（土）　駅からハイキング

４月10日（土）　第４０回信玄公祭り

４月12日（月）　信玄公忌

４月15日（木）　介山祭

４月25日（日）
第４５甲州市ふるさと武田勝頼公まつり

４月29日（祝）　放光寺大黒天まつり

５月18日（火）　大菩薩トレッキング新緑編

CATV食育番組「野菜・果物をつ
くっておいしく食べるじゃん」放
映のお知らせ

・3月の放映内容
第３回甲州市食育まつり

・勝沼CATV
3月22日（月）～3月28日（日）

・峡東CATV
3月24日（水）～3月28日（日）

※詳細はお住まいの地域のＣＡＴＶに確認
してください。

◆甲州市食育推進会議事務局◆

14平成22年3月



甲
州
市
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行

動
計
画
・
後
期
行
動
計
画
（
案)

市
で
は
、
子
育
て
育
成
支
援
対
策
の
総

合
的
な
計
画
と
し
て
「
甲
州
市
次
世
代
育

成
支
援
地
域
行
動
計
画
・
後
期
計
画
」（
案
）

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
甲
州
市
次

世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
・
後
期
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

を
実
施
し
ま
す
。

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

市
内
に
住
所
を
有
す
る
市
民
・
事
業
者
、

市
内
に
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
、
市
内
の
学

校
に
在
学
し
て
い
る
方
。

■
ご
意
見
の
提
出
方
法

市
で
用
意
し
た
用
紙
又
は
任
意
の
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
子
育
て
対
策
課
へ
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
４
０

甲
州
市
役
所
　
子
育
て
対
策
課

少
子
化
担
当

※
住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し
か
ね
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
少
子
化
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

３
月
13
日
（
土
）
14
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
　
場

山
梨
県
立
盲
学
校

甲
府
市
下
飯
田
２
‐
１
０
‐
２

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談
会
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校

視
覚
障
害
教
育
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

FAX
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
前
広
場
内
の
交
番
前
駐
車

場
は
、
駅
利
用
者
を
送
迎
す
る
車
両
を
駐

車
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
一
時
駐
車

場
で
あ
り
、
目
的
外
の
駐
車
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

長
時
間
の
駐
車
車
両
に
つ
い
て
は
注
意

や
警
告
を
行
う
こ
と
で
早
期
移
動
を
促
し

て
い
ま
す
が
、
最
近
こ
の
一
時
駐
車
場
に

駅
周
辺
に
あ
る
店
舗
等
利
用
者
の
駐
車
が

集
中
し
て
い
る
た
め
、
駅
利
用
者
を
送
迎

す
る
車
両
が
駐
車
で
き
ず
、
駅
前
広
場
内

の
交
通
が
混
雑
し
て
い
ま
す
。

駅
前
広
場
内
の
円
滑
な
交
通
と
安
全
の

確
保
の
た
め
に
、
一
時
駐
車
場
の
目
的
外

駐
車
は
極
力
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

塩
山
駅
前
広
場
運
営
協
議
会

事
務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

☎
32
‐
５
０
７
２

市
営
塩
山
駅
南
口
駐
車
場
は
、
時
間
貸

の
ご
利
用
以
外
に
定
期
駐
車
券
で
の
ご
利

用
が
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
は
１
カ
月
あ
た
り
６，

３
０

０
円
（
税
込
み
）
と
な
っ
て
お
り
、
例
え

ば
、
通
勤
・
通
学
等
で
月
20
日
利
用
さ
れ

る
と
、
１
日
あ
た
り
３
１
５
円
と
大
変
お

得
で
す
。
定
期
駐
車
券
は
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
購
入
希
望
の
方
は
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５，

０
０
０
円
で
５，

５
０
０

円
分
使
え
る
お
得
な
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

も
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

都
市
整
備
課

公
園
・
道
路
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２

塩
山
駅
前
広
場
内
一
時
駐
車
場
の

利
用
に
つ
い
て

市
営
塩
山
駅
南
口
駐
車
場
定
期
駐

車
券
の
販
売
の
お
知
ら
せ

貴
重
な
ご
意
見
を
反
映
し
ま
す

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

■
閲
覧
方
法
・
閲
覧
先

・
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
子
育
て
対
策
課
　
少
子
化
担
当

・
勝
沼
地
域
総
合
局
　
市
民
生
活
課

・
大
和
地
域
総
合
局
　
市
民
生
活
課

■
閲
覧
期
間

３
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

※
土
曜
、
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
閲
覧
が
で
き

ま
す
。

■
提
出
期
限
　
３
月
15
日
（
月
）
ま
で

相
談
は
無
料
で
す

春
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

市内の公共の場所等における
放置自転車の措置について

平成２２年４月１日より、市内の
公共の場所(道路や各種公共機関の
駐輪場等)に放置された自転車等に
ついては、一定期間警告しても移動
しない場合に撤去します。

塩山駅周辺については、放置自転
車禁止区域に指定されており、放置
された自転車等は警告から１時間で
撤去します。（危険防止等の観点か
ら即時撤去も有り）また、撤去した
自転車は１，０００円、原動機付自
転車及び大型自動２輪車、および普
通自動２輪車は２，０００円を撤去
等の費用として所有者判明後に徴収
します 。(盗難届の出ている自転車
等を除きます)

最近、盗まれた自転車が駐輪場等
に放置され、撤去する事例が多発し
ています。盗難に備え防犯登録を行
い、盗難の被害に遭った際は警察に
盗難届を出しましょう。
◆お問合せ先

都市整備課　公園・道路担当
☎３２‐５０７２

15 広報こうしゅう



勝
沼
青
少
年
育
成
推

進
員
会
で
は
、
大
自
然

の
中
で
親
子
の
楽
し
い

体
験
を
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
わ
ん
ぱ
く
親
子

塾
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

３
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
雨
天
決
行

■
会
　
場
　
勝
沼
大
滝
山
前
不
動
尊
広
場

■
内
　
容

①
竹
馬
を
つ
く
っ
て
乗
っ
て
み
よ
う
！

②
焚
き
木
を
集
め
て
焼
き
芋
に
し
て
食
べ

て
み
よ
う
！

③
昼
食
は
、
親
子
で
麺
打
ち
を
し
た
お
い

し
い
ほ
う
と
う
！

④
高
校
生
に
よ
る
楽
し
い
朗
読
や
歌
、
ゲ

ー
ム
も
あ
る
よ
！

■
対
　
象
　
小
学
校
低
学
年
の
親
子

■
定
　
員
　
親
子
40
組
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
そ
の
他

運
動
し
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
　
催
　
勝
沼
青
少
年
育
成
推
進
員
会
　

■
共
　
催
　
勝
沼
高
等
学
校
生
活
指
導
員
会

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

勝
沼
中
央
公
民
館
　
☎
44
‐
２
１
０
０

山
梨
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年

度
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
高
齢
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
知
識
や
技
能
を
磨
き
、
生
き
が

い
と
と
も
に
地
域
文
化
の
指
導
者
と
し
て

貢
献
す
る
資
質
を
身
に
つ
け
る
場
で
す
。

■
授
業
日

主
に
金
曜
日
（
年
間
19
日
）
２
年
間

■
学
習
会
場

山
梨
市
民
会
館

（
山
梨
市
万
力
１
８
３
０)

■
学
習
内
容

・
高
齢
社
会
を
生
き
る

・
ふ
る
さ
と
山
梨
に
学
ぶ

・
日
本
の
心
を
見
つ
め
る

・
時
代
の
潮
流
を
と
ら
え
る

・
地
域
を
創
る

■
対
　
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
な
方

■
授
業
料

基
本
学
習
費
　
年
間

５，

０
０
０
円

※
た
だ
し
、
保
険
料
、
バ
ッ
ジ
代
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
な
ど
必
要
な
経
費
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
峡
東
教

育
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
教
育
委
員
会

峡
東
教
育
事
務
所

社
会
教
育
担
当
（
東
山
梨
合
同
庁
舎
内)

☎
20
‐
２
７
３
１

■
日
　
時

３
月
27
日
（
土
）

午
前
９
時
～
　
※
雨
天
決
行

■
集
　
合

午
前
９
時
　
塩
山
南
小
学
校
校
庭

■
内
　
容

・
ま
ち
歩
き
（
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
前
・
塩
山
下

於
曽
地
区
）

午
前
９
時
15
分
～
正
午

・
給
食
（
於
曽
公
園
）

正
午
～
午
後
１
時

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
塩
山
南
小
学
校
体
育
館
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
参
加
費
　
無
料

■
主
　
催

（
財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
、
甲
州
市

■
後
　
援

総
務
省
、
山
梨
日
日
新
聞
社
、
山
梨
放

送
、
Ｆ
Ｍ
甲
府

■
協
　
力

甲
州
市
交
流
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

◆
申
込
方
法

広
報
こ
う
し
ゅ
う
２
月
号
と
一
緒
に
配

布
し
た
チ
ラ
シ
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
都
市
整
備
課
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

都
市
整
備
課

☎
32
‐
５
０
７
８

親
子
で
参
加
者
大
募
集
！

わ
ん
ぱ
く
親
子
塾

平
成
22
年
度
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
の
学
生
募
集
！

ファミリー映画会

ウルルの森の物語

■日　時　3月13日（土）午後１時３０分～
■会　場　大和ふるさと会館まほろばホール
■入場料　小学生以下　１００円

中学生以上　３００円
■定　員　１４０名（先着順）
■入場券　現在販売中！

※定員になり次第締め切ります。
◆申込み・お問合せ先

大和ふるさと会館
☎４８‐２９２１（月曜日は休館)

甲
州
市
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
こ
の
ま
ち
の
宝
も
の
　
再
発

見
」
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甲
州
市
文
化
協
会
に
よ
る
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
甲
州
街
道
・
青

梅
街
道
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」
で
す
。
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

芸
能
発
表
大
会

詩
吟
、
民
謡
、
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど

塩
山
・
勝
沼
・
大
和
地
域
の
文
化
協
会
各

部
に
よ
る
公
演
で
す
。

■
日
　
時

３
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

１
階

大
ホ
ー
ル

展
示
・
資
料
展

甲
州
街
道
・
青
梅
街
道
を
メ
イ
ン
に
し

た
書
道
・
絵
画
・
写
真
等
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

■
日
　
時
（
３
日
間
）

３
月
12
日
（
金
）
午
後
１
時
～
５
時

３
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

３
月
14
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

大
会
議
室

■
主
　
催
　
甲
州
市
文
化
協
会

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

☎
32
‐
１
４
１
１

今
回
の
企
画
展
は
、
明
治
時
代
に
活
躍
し

た
実
業
家
・
投
資
家
で
、
中
央
線
（
八
王

子
‐
甲
府
間
）
の
開
通
に
尽
力
し
た
雨
宮
敬

次
郎
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
展
示
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間

４
月
15
日
（
木
）
ま
で

■
開
館
時
間
・
休
館
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
し

て
お
り
、
月
曜
、
祝
日
（
３
月
21
日
）
は

休
館
日
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
会
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

公
民
館
担
当
（
市
民
文
化
会
館
内
）

☎
32
‐
１
４
１
１

お譲りください
「武者のぼり」

一葉まちづくりの会では、各種
イベントで使用するため、家庭で
使用しなくリ倉庫などに眠ってい
る「武者のぼり」を集めいていま
す。お譲りいただける方はお問い
合せください。
◆お問合せ先

一葉まちづくりの会（樋口）

☎３３‐２２９６

☎０９０‐５４３８‐０１９４

一葉まちづくりの会

歴
史
民
俗
資
料
室
第
72
回
企
画
展

「
雨
宮
敬
次
郎
展
」
開
催
中

甲州市ふるさと武田勝頼公まつり

武田勝頼公・山本勘助・湖衣姫・武者役

勝頼公軍団参加者大募集！
甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会では、勝頼公、

山本勘助、北条夫人、湖衣姫(由布姫)、武者役に扮して勝頼公
軍団に参加していただける方を募集しています。
■募集内容
・武田勝頼公、山本勘助、北条夫人、湖衣姫(由布姫)

各１名・武者３０名、女武者２０名
※全配役とも１８歳以上で健康な方とします。（北条夫人、湖
衣姫役は３０歳以下の募集内容となります。）
※北条夫人は勝頼公の妻、湖衣姫は信玄公（勝頼公の父）の
妻であり、祭り運営上の設定もそのようになります。
■開催日　　　４月２５日（日）
■開催会場　　甲州市立大和中学校校庭（主会場）
■参加内容

決定した役に扮し勝頼公軍団に参加していただきます。
■締切日　　　３月１２日（金）当日消印有効
■応募要領　　応募用紙に記
入し、勝頼公、山本勘助、北
条夫人、湖衣姫(由布姫)役を希
望の方は、写真(顔写真及び全
身写真各１枚)を同封のうえお
申込みください。※応募用紙
は甲州市役所本庁舎・勝沼庁
舎・大和庁舎に設置してあり
ます。また、甲州市ホームペ
ージからもダウンロードする
ことができます。
■審　査

実行委員会で審査の上、本人にご連絡します。
■その他

現地までの往復交通費等は自己負担となります。

◆応募・お問合せ先
〒４０９‐１２９８　甲州市大和町初鹿野１６９３‐１
甲州市役所大和庁舎　観光課内
甲州市ふるさと武田勝頼公まつり実行委員会事務局

☎４８‐２１１１（代表)

第
４
回
甲
州
市
文
化
協
会
文
化
祭

勇
ま
し
い
勝
頼
公
軍
団

で
戦
国
絵
巻
を
体
験
！

17 広報こうしゅう



時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎(

水
曜
日) 

午
後
５
時
30
分
～
７
時

３
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

◎(

土
曜
日) 

午
後
１
時
～
４
時

３
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

遠
藤
養
蔵
氏
　

FAX
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

阪
本
孝
義
氏(

中
途) 

☎
44
‐
１
０
８
６

羽
村
千
鶴
氏(

中
途) 

☎
22
‐
９
６
１
６

（
山
梨
市
老
人
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
来
所
で

き
な
い
方
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時

３
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み

３
月
12
日
（
金)
ま
で
に
申
込
み
下
さ
い
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

■
日
　
時
　

３
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
時

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

２
階

第
２
会
議
室

■
内
　
容

今
年
度
の
反
省
・
来
年
度
の
企
画

■
対
　
象

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
そ
の
他
会
員

◆
お
問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

３
月
15
日
（
月
）
午
後
１
時
～
５
時

■
場
　
所
　
本
庁
舎

２
階

第
２
会
議
室

■
対
　
象
　
市
内
在
住
者

■
定
　
員

８
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
30
分)

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制

で
す
。

※
３
月
５
日
（
休
祭
日
を
除
く
）
か
ら
予

約
を
受
付
け
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

介
護
の
会
「
四
つ
葉
の
会
」

例
会
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談

平成２２年度甲州市福祉タクシー
回数乗車券の交付について

障害者等の行動範囲の拡大と社会参加を促進するため、福祉タクシ
ー回数乗車券を交付します。
■交付枚数　年間最大２４枚（１枚６００円）
■有効期間　４月１日（木）～平成２３年３月３１日（木）
■対象者　

市内に住所を有する在宅の方であって、自動車税・軽自動車税の減
免を受けていない方で、次のいずれかに該当する方です。
①身体障害者手帳１級及び２級に該当する方
②療育手帳の障害程度がＡに該当する方
③要介護老人（非課税世帯で介護慰労金の支給を受けている方に介護
されている方）
■申請受付　３月２５日（木）から随時受け付けます。
※平成２２年５月以降の申請については、ひと月につき２枚ずつ交付
枚数が減りますのでご注意ください。
■申請受付、交付場所
・福祉介護課　　　障害福祉担当　・勝沼地域総合局　市民福祉課
・大和地域総合局　市民福祉課
■持参するもの
・身体障害者手帳（または療育手帳）・印鑑

※注意点
タクシー利用1回につき２枚以上は使用できません。利用できる枚数
は、タクシー利用１回につき１枚のみです。

◆申込み・お問合せ先  福祉介護課 障害福祉担当 ☎３２‐５０６７
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最
近
、
市
内
や
近
隣
市
町
村
で
「
廃
品

回
収
で
す
。
不
要
な
も
の
を
引
き
取
り
ま

す
」
と
か
、
「
メ
ガ
ネ
を
作
り
ま
せ
ん
か
」

等
と
、
言
葉
巧
み
に
信
用
さ
せ
て
家
に
上

が
り
こ
み
交
渉
し
、
多
額
な
費
用
を
請
求

し
払
っ
た
後
で
家
族
に
話
し
て
だ
ま
さ
れ

た
！
と
気
づ
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
特

に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
を
狙
っ
た
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
・
・
。

①
来
訪
者
と
事
前
に
約
束
し
て
い
た
か
確

認
す
る
。

②
来
訪
者
の
電
話
番
号
や
氏
名
を
メ
モ
す

る
。

③
家
族
に
聞
い
て
か
ら
と
言
っ
て
断
る
。

④
知
ら
な
い
人
は
家
に
は
上
げ
な
い
。

※
「
お
か
し
い
な
？
」
っ
て
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

○
カ
ラ
オ
ケ
教
室
第
２
部

■
教
室
日

毎
月
第
２
木
曜
日
　
午
後
１
時
～
３
時

■
定
　
員
　
概
ね
50
名

○
そ
の
他
の
教
室

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
盆
栽
・
大
正
琴

書
道
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
陶
芸

■
対
象
者

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
間

３
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塩
寿
荘)

☎
33
‐
９
３
７
５

■
日
　
時

４
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

■
会
　
場
　
塩
山
体
育
館

■
内
　
容

午
前
中
に
予
選
リ
ー
グ
・
午
後
に
順
位

決
定
リ
ー
グ
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

甲
州
市
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者

■
締
切
日
　
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
体
育
協
会
事
務
局

（
塩
山
体
育
館
内
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
32
‐
１
１
１
６

FAX
32
‐
２
８
３
７

高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
塩
寿
荘
）

カ
ラ
オ
ケ
教
室
等
生
徒
募
集

掛金わずか５００円。
家族揃って加入しましょう！

この共済は、住民ひとりひ
とりがわずかな掛金を出し合
い、不幸にして交通事故にあ
われた方に見舞金をおくる相
互扶助制度です。

掛金は一人年間５００円、共済期間は４月１
日から平成２３年３月３１日までとなります。
甲州市に住民登録または外国人登録されている
方なら、どなたでも加入受付できますので、ご
家族そろってのご加入をお待ちしております。
詳しくは、平成２２年２月号の広報と同時に配
布しましたチラシをご覧ください。

◆申込み・お問合せ先
市民生活課　　　市民生活担当
☎３２‐５０６８
勝沼地域総合局　市民福祉課
☎４４‐１１１１
大和地域総合局　まちづくり推進課

☎４８‐２１１１

交通災害共済制度
加入受付中です！

甲州市国際交流の集い

春の甲州市内
バスツアー

甲州市にお住まいの外国人のみなさんを、市
内観光スポットへ案内します。

歴史的な価値のある寺社や施設などの見学、
市内の産業に直に触れながら、甲州市での交流
づくりのきっかけにしませんか。お気軽にご参
加ください。

■日　時　3月14日（日）
午前１０時～午後３時３０分予定

■集　合
甲州市民文化会館

■対　象
市内在住もしくは

市内就業の外国人
■参加費　無料
■その他

簡単な昼食を用意
しております。

◆申込み・お問合せ先
甲州市国際交流委員会事務局
市民生活課　市民参画・協働担当
☎３２‐５０６８

参
加
者
募
集

第
４
回
甲
州
市
体
育
祭
り

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

凍霜害対策の警戒期間
3月20日（水）から

5月20日（木）まで

翌朝、市内において霜の恐れがあ
る場合には、防災無線により放送し
ます。市民の皆さんのご理解とご協
力をお願いします。

◆お問合せ先
農林商工課　果樹農林担当
☎４４‐１２０５
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山
梨
の
遺
跡
２
０
０
９
パ
ネ
ル
展

山
梨
県
内
の
発
掘
調
査
の
よ
う
す
を
紹

介
し
ま
す
。
武
田
氏
最
期
の
城
、
新
府
城

跡
と
そ
の
周
辺
遺
跡
な
ど
、
最
新
の
発
掘

情
報
が
満
載
で
す
。

■
開
催
期
間
　
３
月
14
日
（
日
）
ま
で

祈
り
の
ま
な
ざ
し

―

土
偶

大
英
博
物
館
　
帰
国
展

釈
迦
堂
の
土
偶
７
点
が
、
昨
年
秋
に
大

英
博
物
館
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
が

注
目
す
る
土
偶
の
帰
国
展
で
す
。
あ
わ
せ

て
県
内
の
土
偶
も
多
数
紹
介
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

３
月
31
日
（
水
）
～
５
月
31
日
（
月)

い
に
し
え
の
丘

星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
　

窓
の
外
に
は
満
天
の
星
空
。
フ
ル
ー
ト

と
電
子
ピ
ア
ノ
、
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

３
月
27
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら

■
演
　
奏

岡
村
孝
子
（
フ
ル
ー
ト
）

岡
村
真
美
子
（
電
子
ピ
ア
ノ
）

雨
宮
雄
貴
（
サ
ッ
ク
ス
）

■
定
　
員
　
60
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
２
０
０
円

■
申
込
み
　
３
月
１
日
よ
り
受
付
（
要
事

前
申
込
み
）
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

み
ん
な
集
ま
れ
！
わ
い
わ
い
お
料
理
し

て
楽
し
く
お
昼
ご
は
ん
！
子
ど
も
達
の
大

好
き
な
給
食
を
作
っ
て
く
れ
る
学
校
栄
養

士
の
先
生
が
、
子
ど
も
だ
け
で
も
作
れ
る

お
い
し
く
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ラ
ン
チ

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

■
日
　
時

３
月
31
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会
　
場

甲
州
市
民
文
化
会
館

３
階

調
理
室

■
対
　
象

３
歳
以
上
の
親
子
、
小
学
生
は
子
ど
も

だ
け
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

■
講
　
師

風
間
美
智
子
さ
ん
（
学
校
栄
養
士
）

■
メ
ニ
ュ
ー

①
ラ
イ
ス
ピ
ザ
　
②
じ
ゃ
が
ボ
ー
ド

③
シ
ー
ザ
ー
サ
ラ
ダ
　
④
ス
ー
プ

⑤
フ
ル
ー
ツ
寒
天

■
定
　
員
　
30
名

■
参
加
費
　
一
人
に
つ
き
５
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

■
締
切
日
　
３
月
17
日
（
水
）

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
ん
な
の
楽
校
あ
っ
ぷ
る

☎
０
９
０
‐
５
７
６
４
‐
４
４
２
８

メ
ー
ル

a
pple-fa

m
ily@

d
ocom

o.ne.jp

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
か
ら
の
イ
ベ

ン
ト
お
知
ら
せ

住民基本台帳カード（住基カード）
☆証明書自動交付機から、1通１００円で本人または同一世帯員の住民票の
写し、本人の印鑑登録証明書が取得できます。
☆証明書自動交付機を土曜・日曜・祝日も利用できます。
☆写真付の住基カードは、運転免許証のように公的な本人確認書類として使
えます。

①住基カードはどこで作れるの？
本庁舎の市民生活課のみです。勝沼庁舎・大和庁舎では、発行できません。

②住基カードは土日も作れるの？
カードの申請・発行は、平日のみです。

水曜日は午後７時３０分まで業務延長を行っています。

③何が必要なの？
写真付の本人確認書類（運転免許証など）と印鑑です。

④写真は必要なの？
写真付の住基カードを作られる方は、たて４.５ｃｍ、よこ３.５ｃｍの６ヶ月以内に撮影され
た証明用写真が１枚必要です。写真なしの住基カードを希望の方は要りません。

⑤手数料は無料なの？
再交付（カードの紛失、毀損）の方は５００円かかります。

※代理人による申請を希望される場合、その他詳細は市民生活課へお問い合わせください。

◆お問合せ先　市民生活課　住民記録・戸籍担当
☎３２‐２１１１（内１１０）※代表　　 ☎３２‐５０６１　※課直通

春
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

親
子
料
理
教
室

平成２３年
３月３１日
まで無料！
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不動産無料相談
■日時　3月17日（水）午後１時～５時
■場所　杜の交流館（峡東森林組合）

☎３３‐２９０１
◆申込み・お問合せ先
（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

最近は、深夜に民家や店舗に入る忍込みや出店荒
しが多発傾向にあります。また、昼間でも留守の
家に入る空き巣が多く発生しています。このよう
な事件の犯人を検挙するためには、捜査に対する
市民のみなさまのご理解とご協力が不可欠です。

どろぼうの被害に遭った時には・・・
●散らかされた室内などをむやみに片付けない。
●泥（足跡）や汚れを拭いたりしない。

被害にあったそのままの状態で最寄りの警察署
または交番に通報して下さい。また、犯人は下見
する、見張りをおく、自動車を利用するなどする
ことから・・・

『被害に遭う前や被害の時間帯に見慣れ
ない人や車を見た。』
といった情報がありましたら、警察にお知らせく
ださい。みなさまの住む地域を『安全で安心なま
ち』にするため、ご協力をお願いいたします。

犯罪現場はそのままに

春の登山は安全に！
ふもとは春でも ... 山は冬!
①単独登山はやめましょう。
②「早立ち・早着き」を行動原則とし、体調
が悪かったり天候が崩れた時には「引き返す
勇気」を持ちましょう。
③登山計画書の提出を励行してください。
④体力や経験等を過信せず、健康診断やトレ
ーニングを行い、ベストな体調で入山をして
ください。
⑤「自己責任」と「自力救助」の意識を持ち、
ルールを守った登山を行ってください。

統一標語
消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子

３月１日～７日 春の火災予防運動
甲州市・甲州市消防団・塩山消防署

温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方から、ご寄付をいただきました。
・山田　鼎さん（兵庫県芦屋市)

◎甲州市社会福祉協議会へ
・小野　清治さん　(熊　野)
・小澤　司郎さん　(等々力)

◎甲州市訪問看護ステーションへ
・小野千鶴子さん　(熊　野)

医療器具　電子血圧計３台（３万円相当）

ふるさと納税制度によるご寄付いただきました

・内田　和仁さん　(東京都杉並区）６００,０００円
・町田　睦子さん　(東京都世田谷区)   ２０,０００円

「歴史遺産と豊かな自然、たわわ
に実る果物の町は、懐かしい心
のふるさとです」

※ふるさと納税寄附金は、寄附者のお名前、寄附金
額など公表することについて寄附者の同意をいただ
いた項目のみ掲載しています。
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

勝沼図書館　春のおはなしフェスタ

■日　時　3月13日（土）
午後１時３０分から

■会　場　勝沼図書館　視聴覚室
■対　象　幼児・小学生
■内　容
・勝沼人形劇団「葡萄の実」　

勝沼の地で結成されてから２０年以上愛され
てきた人形劇。普段は甲州弁を使った人形劇を
中心に、老人施設を回っています。今回は、勝
沼図書館だけのスペシャルな内容で人形劇をお
届けします！

・ボランティア「マジックポッケ」
大和地区のお母さんがたが集まって発足し１

３年目を迎えまし
た。今回は、こわ
～い紙芝居や手遊
びを通して、お話
の楽しさを皆さん
にお届けします！

大和図書館　春休みおやこおはなし会

■日　時　3月25日（木）午後１時３０分～
■会　場　大和ふるさと会館 ２階 研修室２
■内　容　「絵本くらぶ」の皆さんによる読み

聞かせ、楽しい手遊びやわらべ唄等

大和図書館の臨時休館のお知らせ

４月２５日（日）
は、第４５回甲州
市ふるさと武田勝
頼公まつり開催の
ため、臨時休館と
させていただきま
す。

活用してください！
『延期手続き』

読み切れなかった本やもう少し使
いたいという資料を、一度に限り
延期することができます。利用カ
ードをご用意の上、図書館カウン
ターやお
電話にて
お問い合
わせくだ
さい。

○延期期間
・本→返却予定日から15日間
・視聴覚資料(ビデオ、CD、DVD)

→返却予定日から8日間

※ただし、以下の場合は延期をすることがで
きませんのでご了承ください。
・後に予約が入っている資料。
・返却日が過ぎている資料。
・市外の図書館から取り寄せ(相互貸借)した本。

市立図書館

からお知らせ

蔵書点検による休館のお知らせ

塩山図書館及び甘草屋敷子ども図書館は、４
月９日（金）から１８日（日）まで蔵書点検作
業のため休館させていただきます。

塩山図書館　雑誌リサイクル市

■日　時　4月24日（土）
午前１０時～午後４時まで

■会　場　甲州市民文化会館　ロビー
■内　容　塩山図書館で所蔵している雑誌のう
ち、平成２０年度以前のものをお譲りします。

（一部雑誌は除かせていただきます。）
※あわせて、図書館友の会主催の「ブックフリ
ーマーケット」も開催します。塩山図書館にて、
ご家庭で不要になった図書の献本を受け付けて
います。詳しくは塩山図書館まで。
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３人集まれば、いつも大騒ぎ!!
家の中の笑顔が絶えません。こ
れからも３姉妹のようにずっと
仲良くしてね★★
三科…父・龍一さん、母・めぐみさん(下岩崎)
加々美…父・徳仁さん、母・あゆみさん(小屋敷）

マイペースな長男「稔樹」と
好奇心旺盛な次男「瑞樹」。これ
からも兄弟仲良く、健康でたく
ましく育ってネ。

父・秀樹さん、母・理香さん
（小佐手）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
22
年
３
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
総
務
企
画
部

政
策
秘
書
課

広
聴
・
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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マイペースな彩音。しっかり
ものの美結。これからも２人の
笑顔でみんなをＨａｐｐｙにし
てね♡
父・裕一さん、母・知恵子さん

（千野）

わが家は、いつも元気な３人
の笑い声であふれています。毎
日けんかもするけど、やっぱり
兄妹っていいね。

父・祥仁さん、母・泉さん
（熊野）

元気な笑顔で周りを明るくして
くれる康太朗くん。歌や踊りが大
好きで、とても活発な花菜ちゃん。
２人の成長がとても楽しみです。

父・真司さん、母・愛子さん
（下塩後）

パパ大好きな心音とママ大
好きな勇心。ずっと仲良く大
きくなってね☆

父・英樹さん、母・知加さん
（下岩崎）

佐野
さの

心音
しおん

ちゃん(７歳)

勇心
ゆうしん

くん(２歳)

森口
もりぐち

聖矢
せいや

くん(８歳) 華音
かのん

ちゃん(５歳)

鈴音
りおん

ちゃん(１歳)

坂本
さかもと

康太朗
こうたろう

くん(３歳)

花菜
はな

ちゃん(１歳)

山下
やました

稔樹
としき

くん(３歳)

瑞樹
みずき

くん(１歳)

土橋
どばし

彩音
あやね

ちゃん(５歳)

美結
みゆ

ちゃん(３歳)

三科
みしな

心優
みゆう

ちゃん(６歳) 朱花
しゅか

ちゃん(３歳)

加々美
かがみ

空羽
そらは

ちゃん(１歳)


